
井川町教育委員会２月定例会会議録 

 

１．日時  令和７年２月 2５日（月）午後１時３０分～午後２時５０分 

 

２．場所  井川町農村環境改善センター 

 

３．出席委員 

教育長     六郷博志 

委員      小武海文恵 

委員      遠藤勇人 

委員      佐藤聡子 

委員      齋藤正仁 

 

４．会議に出席した事務局職員 

事務局長    湊和樹 

  事務局次長   村井幸子 

 

５．会議 

  （１）議案 

    議案第１号 令和７年度教職員の異動に係る内申について 

    議案第２号 井川義務教育学校卒業式告辞について 

    議案第３号 地方自治法第１８０条の７の規定に基づく協議書の締結に 

ついて 

    議案第４号 招致外国青年就業規則の一部を改正する規則について 

 

  （２）報告事項 

    ①令和７年度就学援助費の額改定について 

    ②義務教育学校における社会性の伸長について 

    ③令和６年度教育委員会事務点検・評価報告書について 

    ④その他教育委員会・公民館・学校関係行事について 

  

  （３）各委員から 

 

（４）その他 

 

 



６．会議の経過 

事務局長  今定例会の議事録署名員に小武海委員、遠藤委員を提案。 

      （全員提案を了承） 

      進行を教育長に求める。 

 教育長   議案第１号令和７年度教職員の異動に係る内申について説明。 

       承認ということでよろしいか。 

 全員    異議なし。 

 教育長   議案第１号を承認とする。 

 教育長   議案第２号井川義務教育学校卒業式告辞について説明。 

       承認ということでよろしいか。 

 全員    異議なし。 

 教育長   議案第２号を承認とする。 

 教育長   議案第３号地方自治法第１８０条の７の規定に基づく協議書の締結 

       について事務局から説明を求める。 

 事務局長  （教育委員会における情報公開及び個人情報に関する事務を町長部 

局と連携して処理することを可能にするため、町長より協議の申し 

入れがあった件）先月の定例会における説明内容から変更はなく、 

今回議決後に町長部局との協議となる。 

 教育長   承認ということでよろしいか。 

 全員    異議なし。 

 教育長   議案第３号を承認とする。 

 教育長   議案第４号招致外国青年就業規則の一部を改正する規則について事 

務局から説明を求める。 

 事務局長  議案第４号招致外国青年就業規則の一部を改正する規則について説 

明する。ALT ディエゴ先生から来年度の継続意思を確認している。 

 齋藤委員  ALT の先生は５年間勤めることが出来るということか。 

 事務局長  最長で５年勤務できる。 

   委員  この規則改正は、現在勤務する先生にも適応になるのか。 

 事務局長  適応となる。 

 教育長   承認ということでよろしいか。 

 全員    異議なし。 

 教育長   次に報告事項に入る。①令和７年度就学援助費の額改定について事 

務局から説明を求める。 

 事務局長  令和７年度就学援助費の額改定について説明する（卒業アルバム

代、学校給食費の額改定）。今年度の対象者は２１名で 10.7％。 

（対象者の割合は増えてきている。） 

 教育長   ②義務教育学校における社会性の伸長について説明する。学級集団 



での意欲の低下（各学年の人数減少に起因する）を課題と感じてい 

る。 

 教育長   ③令和６年度教育委員会事務点検・評価報告書について事務局から 

説明を求める。 

事務局長  令和６年度教育委員会事務点検・評価報告書について報告する。内 

容を確認していただき来月に評価をお願いする。 

 教育長   ④その他教育委員会・公民館・学校関係行事について事務局から 

説明を求める。 

 事務局長  その他教育委員会・公民館・学校関係行事について説明する。 

 教育長   （３）教育委員の皆さんから話題提供を求める。 

   委員  学校で行う調査は他にあるか（報告②社会性の伸長以外）。 

 教育長   学習生活意識調査は年２回、いじめに関する調査は年３回、県・全 

国学習状況調査に伴う調査があり、把握する機会は増えた。 

   委員  知能検査は実施しているか。 

 教育長   １・２年で実施している。全国比較のため４年生で学力調査を実 

施。ＱＵ調査も年１回実施している。 

委員  様々な調査結果を上手に活用して、子供たちの教育や不登校対策な 

どにも活かしてほしい。 

 教育長   先月のケース会議でも、不登校生徒の状況について先生方の情報共 

有不足を感じたところがあった。調査結果等も上手く情報共有でき 

ればと考える。 

   委員  高校受験の倍率について、秋田市内は高倍率だが、五城目高校の低 

さに驚いた。五城目高校存続には、五城目町だけでなく井川・八郎 

潟・各教育委員会等地元の努力も必要ではないか。 

 教育長   秋田市のみ倍率が高く、県北・県南の進学校でさえ低い状況だ。高 

校の問題とはいえ他人ごとではないと感じる。 

 教育長   最後に台湾学校視察について報告する（映像を交え、新北市４校の 

訪問を報告）。学校の負担にならないよう進める予定。 

 事務局長  総合戦略効果検証シートについて説明する。 

 

      ほかに無い旨を確認し、終了とする。 

 

 

 

 

 

 


